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早いもので、今年も残すところあと１か月となりました。吹く風は冷たく、寒さが身にしみる季節です。 

年末年始には行事がたくさんありますので、元気に楽しく過ごせるように、手洗い・うがいをしっかりと

行い、体調管理には十分気を付けたいものですね。 

給食でも体の中から温まるようなメニューを取り入れています。また、今月から皆さんが楽しみにしてく

れているリクエストメニューも始まります。人気メニューをお楽しみ下さい。 

冬至にかぼちゃを食べると風邪を

ひかないといわれます。夏にとれる

野菜ですが、冬まで保存でき、冬の

貴重な栄養源であると同時に、長寿

の願いを込めて食べられます。 

朝・昼・夕の３食を 

決まった時間に食べよう 

早寝・早起きをして、 

朝ごはんを必ず食べよう 

 

おやつは時間と 

量を決めて 

食べよう 

ゆっくりよく 

かんで食べよう 

冬野菜をたっぷり食べよう 

冬至は、１年のうちで最も昼（日の出から日没まで）の時

間が短く、夜が長い日です。次の日からだんだんと昼の時

間が長くなることから、昔の人は冬至を「太陽がよみがえ

る日」と信じていました。この日を境に、人びとの力も戻る

と考え、ゆず湯に入って体を清め、 

栄養豊富なかぼちゃや、悪いものを 

払う小豆などを食べて、力をつける 

習慣ができたそうです。 

今年は12月21日 

赤い色が邪気（病気や災難

を起こす悪いもの）を払う

とされ、あずき粥や、かぼ

ちゃのいとこ煮などを食

べる風習があります。 

冬至に「ん」のつく食べ物を食べると幸運になるという

言い伝えもあります。かぼちゃは別名で「なんきん」と

もいいます。 
「体の砂を払う」とさ

れるこんにゃくを、冬

至に食べる地域もあ

ります。 

小学生のみなさんは

おうちの人と 

よみましょう。 



 

 

給食時間に気をつけたいポイントを「コロナに負けない」でまとめました。 

窓やドアを開けて換気をすることで、

空気中に漂うウイルスや細菌を外に出

すことができます。 

手洗いは感染予防の基本です。せっけんをつけて、①手のひら

②手の甲③指の間④指先・爪の間⑤親指⑥手首の６か所をしっ

かりと丁寧に洗います。水で流したら清潔なハンカチやタオル

でふきましょう。ハンカチやタオルの貸し借りはしません。 

配膳は必要な時以外はしゃべりません。

給食は前を向いて静かに食べます。食べ

物を口に入れたら、口を閉じてよくかん

で食べましょう。 

給食を受け取る際は、前の人と間を

あけて並びましょう。後片付けは１

人ずつ行います。片付けが終わった

ら手を洗いましょう。 

給食を食べる時以外は、マスク

をして過ごします。「いただきま

す」の後に外し、食べ終わったら

つけましょう。 

給食当番の人は必ず健康状態を確認

します。発熱、腹痛、下痢、吐き気が

あるなど、体調が優れない場合は当

番を交代してください。 

いろいろな食べ物をバランスよく食べ

ることは、病気に負けない体づくりの

第一歩です。食事はなるべく残さずに

食べましょう。 

盛りつけられた給食の量を減らすことはできません。

友達にあげたり、食べてもらったりしてもいけませ

ん。どうしても食べられない場合は、後片付けの時に

食缶に入れるようにしてください。 


